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固

「
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
L
 
I
こ
れ
が
、
行
政
運
営
の
基
本
原
則
と
い
わ
れ
ま
す
。
本

行
政
の
簡
素

行
政
改
革
推
進
委
員
会
の
答
申
を
受
け

こ
の
趣
旨
を
最
大
限
に
尊
重
し

平
成
9
年
度
か
ら
概
ね
三
年

昭
和
0
0
年
に
策
定
し
た

行
政
改
革
大
網
に
沿
っ
て

の
活
性
化
を
基
本
に
二
十
一

ま
た
は
廃
止
す
る
。

①
　
交
付
基
準
の
明
確
化

目
的
、
理
由
、
根
拠
、
額
算
定
式
等

②
　
管
理
体
制
の
充
実

チ
ェ
ッ
ク
、
フ
ォ
ロ
ー
に
よ
る
効
果

把
握

㈲
　
使
用
料
、
手
数
料
の
改
定

近
隣
市
町
の
状
況
等
に
よ
り
、
適
正

な
額
へ
の
改
定
を
行
う
。

2
時
代
に
即
応
し
た

組
織
・
機
構
の
見
直
し

新
た
な
行
政
課
題
や
住
民
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
即
応
し
た
効
率
的
な
行
政
サ

ー
ビ
ス
が
展
開
で
き
る
組
織
・
機
構
等

に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
見
直
し
を
行

、つ0小
　
組
織
・
機
構
の
改
善

①
　
総
務
課

・
　
人
事
係
を
配
置
す
る
。

・
登
記
事
務
に
つ
い
て
は
管
財
係
で

行
う
。

②
　
企
画
課

・
　
財
政
係
を
配
置
す
る
。

③
　
福
祉
課

・
　
ふ
れ
あ
い
の
里
係
を
分
離
し
、
課

と
す
る
。

・
　
保
健
衛
生
係
の
保
健
部
門
と
環
境

部
門
と
の
分
離
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

④
　
都
市
計
画
課

・
　
下
水
道
係
を
分
離
し
、
課
と
す
る
。

⑤
　
議
会
事
務
局

・
　
監
査
事
務
を
配
置
す
る
。

㈲
　
審
議
会
等

委
員
構
成
等
の
改
善

ィ
、
委
員
の
数
は
必
要
最
小
限
と
す
る
。
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ロ
、
構
成
員
の
特
定
化
や
重
複
を
是
正

する。

ハ
、
女
性
を
積
極
的
に
登
用
す
る
。

㈲
　
生
き
が
い
の
あ
る
町
つ
く
り
へ
の

住
民
参
加
シ
ス
テ
ム
の
検
討
推
進

・
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
育
成
に
よ

り
、
文
化
活
動
や
地
域
環
境
の
美
化

等
を
推
進
す
る
。

㈲
　
広
域
行
政
事
務
組
合
に
お
け
る
行

政
改
革
の
推
進

・
　
行
政
改
革
の
推
進
に
則
り
、
事
務

組
合
に
お
い
て
も
積
極
的
に
組
織
の

簡
素
合
理
化
を
働
き
か
け
る
。

各
種
行
政
委
員
会
の
適
材
人
選

現
在
の
各
種
行
政
委
員
会
等
は
、

当
て
蛾
の
再
検
討
を
含
め
適
切
な
る

人
材
を
確
保
し
、
活
性
化
を
は
か
る
。

2① 鳳
∴
議
会
の
会
期
短
縮

・
　
常
任
委
員
会
、
特
別
委
員
会
の
審

議
の
あ
り
方
を
検
討
し
、
可
能
な
限

り
会
期
を
短
縮
す
る
よ
う
努
力
す
る
。

3
定
員
管
理
及
び
給
与
の

適
正
化
の
推
進

用
∴
定
員
管
理
の
過
重
化

地
方
分
権
の
動
向
を
と
ら
え
、
町
行

政
水
準
の
向
上
を
は
か
る
と
と
も
に
、

適
止
な
経
常
収
支
比
率
を
維
持
で
き
る

よ
う
な
体
制
つ
く
り
を
行
い
、
よ
り
一

層
の
職
員
定
数
の
管
理
を
推
進
す
る
。

①
　
定
数
管
理

条
例
定
数
の
範
囲
内
で
定
数
管
理
計

画
を
策
定
す
る
。

②
　
嘱
託
の
あ
り
方

恒
常
的
業
務
に
つ
い
て
は
、
特
別
の

場
合
を
除
き
、
原
則
と
し
て
正
規
職
員

を
配
置
す
る
。

③
　
外
郭
団
体
の
育
成
強
化

民
間
活
力
を
有
効
に
活
用
し
町
の
活

性
化
を
は
か
る
た
め
、
外
郭
団
体
の
育

成
擬
化
に
つ
と
め
る
。

聞
　
給
与
の
適
正
化

4
効
果
的
な
行
政
運
営
と

職
員
の
能
力
開
発
等
の
推
進

用
　
効
果
的
な
行
政
運
営

①
　
実
施
計
画
の
効
果
的
な
進
行
管
理

の
徹
底
に
よ
り
、
公
務
能
率
の
向
上

を
は
か
る
。

②
　
専
門
職
の
確
保
・
育
成
に
計
画
的

に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
必
要
に
応

じ
て
外
部
か
ら
の
人
材
の
導
入
等
に

つ
い
て
も
検
討
す
る
。

5
行
政
の
情
報
化
の
推
進
等
に

よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

用
　
情
報
化
の
推
進

①
　
情
報
公
開
の
促
進

情
報
公
開
制
度
を
検
討
す
る
。

②
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
導
入

※

ク

ラ

イ

ア

ン

ト

・

サ

ー

バ

ー

‥

ン

ス

テ

ム
の
導
入
を
検
討
す
る
。

③
　
文
書
管
理

2①

職
員
の
能
力
開
発
等
の
推
進

職
員
提
案
制
度
を
導
入
し
て
職
員

の
活
性
化
と
行
政
水
準
の
向
上
を
は

かる。

②
　
明
確
を
研
修
目
標
の
も
と
、
職
場

国
の
運
用
を
準
用
す
る
と
と
も
に

近
隣
市
町
と
の
均
衡
等
も
考
慮
し
、

引
き
続
き
給
与
の
適
正
化
を
は
か
る
。

②
　
特
殊
勤
務
手
当
は
必
要
最
小
限
と

する。

③
　
職
員
給
与
の
実
態
を
住
民
に
公
表

する。

④
　
町
三
役
の
給
与
、
議
員
の
報
酬
に

つ
い
て
は
将
来
と
も
避
止
な
給
与

（
退
職
金
を
含
め
）
　
報
酬
を
設
定
す

る。

に
お
け
る
実
務
研
修
、
研
修
所
に
お

け
る
研
修
等
効
果
的
な
研
修
を
計
画

的
に
実
施
す
る
。

財
源
の
確
保
と
通
止
運
用

公
共
料
金
の
適
止
運
用

手
数
料
お
よ
び
使
用
料
等
に
つ
い

て
は
、
近
隣
市
町
と
の
均
衡
を
図
り

適
正
を
料
金
改
定
を
行
う
。

地
方
税
に
つ
い
て
は
、
的
確
に
課

税
客
体
を
把
握
し
、
公
平
、
公
正
な

課
税
と
収
納
の
充
実
を
引
き
続
き
は

かる。広
域
行
政
の
推
進

広
域
で
行
う
方
が
な
じ
む
事
業
、

効
率
的
で
あ
る
事
業
に
つ
い
て
は
広

域
行
政
化
を
進
め
る
。

北
九
州
地
域
広
域
行
政
圏
の
構
成

町
と
し
て
、
地
域
全
体
の
浮
上
を
は

か
る
と
と
も
に
、
遠
賀
郡
の
合
併
を

推
進
す
る
。

情
報
公
開
制
度
へ
の
対
応
お
よ
び

行
政
事
務
効
率
化
の
推
進
の
た
め
、

文
書
管
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討

する。行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

窓
口
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
お
い
て
、

申
請
事
務
手
続
き
の
迅
速
化
な
ど
を

推
進
す
る
。

※
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
・
サ
ー
バ
ー
：
シ
ス
テ

ム
＝
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
通
信
で
、
利
用
者

側
を
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
、
処
理
シ
ス
テ
ム

側
を
サ
ー
バ
ー
と
し
て
、
仕
事
を
分
握

処
理
す
る
仕
組
み
。
サ
ー
バ
ー
は
、
大

容
量
の
デ
ィ
ス
ク
を
備
え
、
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
か
ら
の
要
求
に
応
じ
て
、
凄
々
の

デ
ー
タ
処
理
機
能
や
資
源
管
理
機
能
を

提
供
す
る
。

6
会
館
等
公
共
施
設
の

設
置
及
び
管
理
運
営

用
　
会
館
等
の
施
設
整
備
を
行
う
場

合
、
近
隣
市
町
の
施
設
を
含
め
、
需

要
分
析
を
行
、
つ
。

開
　
施
設
の
管
理
運
営
に
つ
い
て
は
、

民
間
委
託
等
に
よ
る
総
括
的
管
理
を

検
討
す
る
。
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一
市
四
町
合
同
企
画

ぶ
ら
り
、
見
ど
こ
ろ

回
国
散
歩

知
っ
て
い
る
よ
う
で
案
外
知
ら
な
い
隣
の
町
。
ち
ょ
っ
と
足
を
伸
ば
せ
ば
見
と

こ
ろ
が
い
っ
ぱ
い
。

そ
こ
で
今
月
は
中
間
市
と
遠
賀
郡
四
町
　
（
芦
屋
、
岡
垣
、
遠
賀
、
水
巻
）
　
の
広

報
担
当
者
の
合
同
企
画
に
よ
り
各
市
町
の
見
と
こ
ろ
自
慢
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
の
町
に
は
自
慢
の
見
と
こ
ろ
が
い
っ
ぱ
い
。
今
度
の
休
み
は
ち
ょ
っ

と
隣
の
町
へ
と
出
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

芦
屋
町

遠
鮎
川
が
轡
灘
に
そ
そ
ぐ
河
口
の
ま
ち
芦
屋
。

白
砂
音
松
や
奇
岩
の
磯
か
つ
づ
く
海
岸
線
。
一
帯

は
玄
海
国
定
公
園
に
指
定
さ
れ
、
恵
ま
れ
た
自
然

環
境
に
あ
り
ま
す
。

こ
こ
芦
屋
町
は
、
か
っ
で
す
く
れ
た
鋳
物
師
た

ち
が
活
躍
し
た
土
地
で
す
。
茶
の
湯
釜
や
焦
∵
鍋
、

野
山
な
ど
の
仏
具
に
も
芸
術
昧
あ
ふ
れ
る
犠
か
な

も
の
を
作
り
だ
し
て
い
ま
し
た
。
特
に
、
茶
の
楊

釜
は
、
窒
町
時
代
初
期
に
は
「
苫
屋
釜
」
と
し
て

全
図
に
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
現
在
、
国
の
重
要

文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
九
つ
の
茶
の
湯
釜
の

う
ち
八
つ
ま
で
が
芦
屋
釜
で
す
。
こ
の
芦
屋
釜
の

復
興
と
茶
の
湯
の
文
化
の
振
興
を
図
ろ
う
と
、
平

成
1
年
5
月
に
「
芦
屋
釜
の
里
」
が
開
園
し
ま
し

た。

「
芦
尾
釜
の
里
」
　
の
日
本
庭
岡
で
は
、
容
は
新

芽
と
一
緒
に
山
桜
が
咲
き
始
め
、
ツ
ツ
ジ
、
西
浦
、

紫
陽
花
と
花
は
移
り
、
秋
に
は
紅
葉
と
、
四
季
を

通
じ
て
百
種
類
以
上
の
樹
木
や
博
吉
化
が
私
た
ち
の

日
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
す
。
ウ
グ
イ
ス
や
小
鳥

の
さ
え
ず
り
を
聞
き
な
が
ら
の
日
本
庭
園
の
散
策

は
好
評
で
す
。
そ
の
他
茶
道
教
室
や
茶
会
な
ど
が

行
わ
れ
て
い
る
大
小
二
つ
の
茶
室
や
茶
の
湯
釜
の

制
作
工
程
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
資
料
館
、
芦
屋

釜
の
製
作
に
取
り
組
み
日
本
が
世
界
に
誇
る
鋳
物

技
術
の
粋
を
見
学
で
き
る
上
房
な
ど
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
休
憩
施
設
と
し
て
利
用
さ
れ
る
立

礼
席
に
は
、
い
つ
で
も
抹
茶
と
お
菓
子
を
用
意
し

て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
に
お
茶
を
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

こ
ん
な
魅
力
い
っ
ぱ
い
の
芦
屋
釜
の
里
へ
、
ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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遠
賀
町
か
ら
国
道
三
号
を
、
芦
屋
町
か
ら
は
、

国
道
四
九
五
号
を
福
岡
方
面
に
向
か
う
と
そ
こ
は

岡
垣
町
。
海
と
山
の
自
然
に
恵
ま
れ
た
町
で
す
。

第
一
の
見
所
は
、
雄
大
な
松
林
が
十
二
キ
ロ
も

続
く
三
一
里
松
原
』
　
の
海
岸
。
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー

や
ハ
イ
キ
ン
グ
で
人
気
の
湯
川
山
か
ら
の
眺
望

は
、
緑
の
じ
ゅ
う
た
ん
を
敷
き
つ
め
た
よ
う
で
す
。

そ
し
て
、
こ
の
浜
に
は
、
赤
海
が
め
が
産
卵
に
や
っ

て
き
ま
す
。
昨
年
も
三
か
所
で
産
卵
が
確
認
さ
れ
、

大
勢
の
人
の
見
守
る
中
、
ふ
化
し
た
子
が
め
が
大

海
原
へ
と
旅
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

ま
た
、
フ
ル
ー
ツ
の
栽
培
も
盛
ん
で
三
里
松
原

沿
い
の
国
道
は
別
名
「
フ
ル
ー
ツ
街
道
」
と
呼
ば

れ
、
四
季
折
々
の
果
物
を
道
筋
の
い
た
る
所
で
販

売
し
て
い
ま
す
。
土
曜
・
日
曜
に
は
朝
市
も
二
か

所
で
催
さ
れ
、
新
鮮
な
果
物
や
海
産
物
、
農
産
物

な
ど
を
求
め
る
人
た
ち
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
の
お
勧
め
は
、
三
里
松
原
海
岸
を
背

景
と
し
て
、
昇
る
朝
日
。
北
西
側
に
海
が
あ
る
こ

の
地
方
で
は
、
海
に
沈
む
美
し
い
夕
日
は
有
名
で

す
。
し
か
し
、
意
外
や
意
外
、
ス
ポ
ノ
ト
に
よ
っ

て
は
、
海
を
は
さ
ん
で
三
豊
松
原
か
ら
遠
く
は
皿

倉
山
の
山
並
み
ま
で
望
む
壮
大
な
背
景
か
ら
の
日

の
出
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
年
の
元
日
も

大
勢
の
人
た
ち
が
初
日
の
出
を
見
よ
う
と
集
ま
っ

て
い
ま
し
た
。
午
前
1
時
2
0
分
退
き
、
朝
焼
け
の

中
、
美
し
い
太
陽
が
昇
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
朝

焼
け
が
海
面
に
照
り
返
し
、
希
望
に
満
ち
た
一
年

が
始
ま
る
の
を
つ
ぶ
さ
に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
来
年
の
元
日
は
、
岡
垣
の
海
岸
か
ら
眺
め

る
初
日
の
出
で
輝
か
し
い
新
年
を
迎
え
て
み
ま
せ

んか。

遠
賀
町
は
、
遠
賀
川
の
下
流
に
ひ
ら
け
た
遠
賀

平
野
の
中
心
部
に
位
置
し
、
東
西
五
k
m
南
北
九
k
m

に
広
が
る
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た
町
で
す
。
町
域

は
、
北
は
芦
屋
町
を
隔
て
て
轡
灘
に
臨
み
、
東
は

遠
賀
川
を
境
に
水
巻
町
に
接
し
て
い
ま
す
。

平
成
8
年
8
月
8
日
に
開
園
し
た
遠
賀
町
島

津
・
丸
山
歴
史
自
然
公
園
は
、
歴
史
や
自
然
を
学

ぶ
場
と
し
て
、
ま
た
気
軽
な
散
策
コ
ー
ス
と
し
て
、

多
く
の
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

公
園
内
の
島
津
・
丸
山
古
墳
群
は
、
遠
賀
川
流

域
で
も
最
古
の
前
方
後
円
墳
と
さ
れ
る
丸
山
古
墳

を
中
心
に
、
五
基
の
古
墳
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

丸
山
古
墳
の
他
に
も
、
県
内
で
は
例
の
少
な
い
古

墳
の
形
と
な
る
、
方
墳
の
丸
山
二
号
項
も
注
目
さ

れ
て
い
る
古
墳
で
す
。
文
化
遺
産
の
保
全
だ
け
で

な
く
、
数
多
く
の
文
化
を
生
み
育
て
て
き
た
自
然

環
境
の
大
切
さ
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
こ

の
古
墳
群
を
単
な
る
古
墳
公
園
で
は
な
く
、
歴
史

自
然
公
園
と
し
て
保
存
整
備
し
ま
し
た
。
公
園
内

に
は
三
か
所
に
説
明
板
が
あ
り
、
古
墳
の
概
要
な

ど
に
つ
い
て
も
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
で
し
ょ
う
。

当
公
園
は
遠
賀
町
北
東
部
の
島
津
地
区
に
あ

り
、
公
園
の
広
さ
は
約
二
万
八
千
平
方
メ
ー
ト
ル

で
す
。
鳥
の
巣
箱
や
御
名
板
も
随
所
に
配
置
し
て

い
ま
す
の
で
、
自
然
観
察
路
を
歩
き
な
が
ら
自
然

と
身
近
に
ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
他

に
も
、
桜
園
と
梅
園
に
竹
林
ゾ
ー
ン
、
四
季
折
り

お
り
の
草
花
も
植
え
て
い
ま
す
の
で
、
気
軽
な
散

歩
コ
ー
ス
に
い
か
が
で
す
か
。
休
憩
場
所
の
東
屋

や
自
然
石
ペ
ン
チ
を
随
所
に
配
置
し
て
い
ま
す
の

で
、
家
族
そ
ろ
っ
て
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
に
も
利
用
で

き
ま
す
。
皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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市
域
の
ち
ょ
う
ど
真
ん
中
を
遠
賀
川
が
南
北
に

流
れ
る
中
間
市
。
北
九
州
都
市
圏
の
住
宅
都
市
と

し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
遠
賀
川
を
挟
ん
で
、

東
側
は
住
宅
地
と
市
街
地
で
形
成
さ
れ
、
中
間
市

の
全
人
口
の
九
割
が
東
側
に
集
中
し
て
い
ま
す
。

西
側
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
農
業
地
帯
で
田
園
風
景

が
広
が
り
、
自
然
が
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

現
在
、
「
人
に
や
さ
し
い
愛
の
ま
ち
な
か
ま
」

を
将
来
都
市
像
に
定
め
、
文
化
と
福
祉
に
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

中
間
市
の
一
番
の
見
ど
こ
ろ
は
何
と
い
っ
て
も

垣
生
公
園
で
す
。
市
内
で
最
も
大
き
な
公
園
で
、

桜
や
ツ
ツ
ジ
な
ど
四
季
折
々
の
花
が
咲
き
誇
り
、

池
に
は
コ
イ
や
水
鳥
の
姿
が
あ
り
ま
す
。
市
民
の

憩
い
の
場
と
し
て
、
一
年
中
訪
れ
る
人
が
絶
え
ま

せ
ん
。
中
で
も
、
番
の
花
見
の
シ
ー
ズ
ン
に
は
、

さ
く
ら
祭
り
や
夜
間
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
な
ど
が
行

わ
れ
、
市
内
外
か
ら
の
多
く
の
花
見
客
で
に
ぎ
わ

い
ま
す
。
ま
た
、
園
内
に
あ
る
古
墳
時
代
の
横
穴

基
遺
跡
「
垣
生
罷
漠
百
六
」
は
、
福
岡
県
指
定
文

化
財
で
す
。

平
成
8
年
1
1
月
に
は
　
「
な
か
ま
ハ
ー
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
七
百
四
十
八

席
の
大
ホ
ー
ル
を
は
じ
め
、
三
百
五
十
席
の
小

ホ
ー
ル
、
茶
室
に
も
使
え
る
和
室
、
各
種
会
談
室

な
ど
を
備
え
た
本
格
的
な
文
化
ホ
ー
ル
で
す
。
市

民
の
文
化
創
造
の
拠
点
と
な
る
よ
う
に
、
ま
た
、

近
隣
の
市
町
村
の
皆
さ
ん
に
も
利
用
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
、
盛
り
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
用

意
し
て
い
ま
す
。

見
と
こ
ろ
い
っ
ぱ
い
の
中
間
市
を
、
一
度
訪
れ

て
み
ま
せ
ん
か
。

⑥
水
巻
町
は
、
北
九
州
市
と
遠
賀
川
に
挟
ま
れ
た

三
角
形
の
南
北
に
細
長
い
町
で
す
。
こ
の
地
理
的

な
条
件
を
い
か
し
、
北
九
州
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ
ン

と
し
て
緑
豊
か
な
住
み
よ
い
住
宅
都
市
へ
と
成
長

を
遂
げ
て
き
ま
し
た
。

水
巻
町
の
全
景
を
知
る
に
は
、
町
の
中
央
部
に

あ
る
高
さ
約
百
メ
ー
ト
ル
の
丘
陵
地
を
自
然
の
ま

ま
に
生
か
し
て
造
ら
れ
た
　
「
明
神
ケ
辻
山
自
然
公

園
」
が
最
適
。
な
だ
ら
か
な
遊
歩
道
を
登
っ
て
い

く
と
、
頂
上
に
は
町
の
木
で
あ
る
イ
チ
ョ
ウ
の
薬

を
か
た
ど
っ
た
展
望
台
が
見
え
て
き
ま
す
。
そ
し

て
、
こ
の
展
望
台
に
登
れ
ば
、
眼
前
に
広
が
る
の

は
、
町
内
は
も
ち
ろ
ん
、
北
九
州
市
や
響
港
を
臨

む
三
百
六
十
度
の
大
パ
ノ
ラ
マ
。
ま
た
、
公
園
内

に
あ
る
郷
土
の
伝
説
、
砧
姫
の
物
語
を
刻
ん
だ
八

基
の
パ
ネ
ル
は
、
見
る
人
を
古
代
の
ロ
マ
ン
の
世

界
へ
と
誘
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

山
か
ら
下
り
て
、
西
へ
向
か
う
と
そ
こ
に
は
、

ゆ
っ
た
り
と
流
れ
る
遠
賀
川
が
横
た
わ
り
ま
す
。

そ
の
ほ
と
り
に
あ
る
延
長
約
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の

遠
賀
川
河
川
敷
公
園
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
手
に

よ
っ
て
育
て
ら
れ
た
町
の
花
コ
ス
モ
ス
が
毎
秋
、

美
し
く
咲
き
乱
れ
る
水
巻
町
の
名
所
の
ひ
と
つ
で

す
。
中
で
も
立
屋
敷
付
近
は
八
剣
神
社
や
九
州
の

稲
作
の
発
祥
地
と
考
え
ら
れ
て
い
る
立
屋
敷
遺
跡

が
あ
り
、
町
の
歴
史
と
伝
説
を
色
濃
く
残
す
場
所
。

八
剣
神
社
の
境
内
に
悠
然
と
立
つ
推
定
樹
齢
千
八

百
年
、
県
指
定
天
然
記
念
物
の
大
イ
チ
ョ
ウ
が

砧
姫
の
悲
し
い
伝
説
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
も
安
ら
ぎ
と
ふ
れ
あ
い
を
求
め
て
　
「
砧

の
里
」
水
巻
町
を
散
策
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
き
っ

と
素
赦
な
発
見
が
で
き
ま
す
よ
。
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▲みんな集まって　はいポーズ！

鰯
人
が
二
十
歳
の
門
出

成
人
式
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
夢
や
希
望
に
胸
が
膨
ら
ん

で
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
あ
な
た
が
た
一
人
ひ
と
り
の
行
動
や
責
任
が
問
わ
れ
ま
す
。
社
会

に
対
し
、
自
分
に
何
が
で
き
る
か
、
ま
た
、
何
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
、
こ
う
い
っ
た

ビ
ジ
ョ
ン
を
も
つ
こ
と
か
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。

さ
あ
、
今
日
か
ら
大
人
へ
の
第
一
歩
。

二
十
歳
の
門
杭
を
祝
う
「
成
人
式
」
が

1
月
1
5
日
、
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
は
、

希
望
に
満
ち
た
若
者
た
ち
の
熱
気
に
包

ま
れ
ま
し
た
。

今
年
の
成
人
式
対
象
者
は
、
昭
和
5
1

年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
2
年
4
月
1
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
た
ち
で
、
二
百
九

十
五
人
で
す
。
こ
の
日
は
爽
新
し
い

ス
ー
ツ
や
撮
り
袖
な
ど
に
身
を
包
ん
だ

新
成
人
二
百
二
十
三
人
（
男
性
百
四
人
、

女
性
百
十
九
人
）
　
が
式
典
に
参
加
し
ま

し
た
。式

典
で
は
、
高
山
町
長
や
来
賓
の
祝

辞
の
後
、
新
成
人
へ
の
記
念
品
の
贈
呈

が
あ
り
ま
し
た
。
続
い
て
新
成
人
を
代

表
し
て
深
町
寿
文
さ
ん
　
（
松
ノ
本
）
　
が

謝
辞
を
述
べ
、
「
夫
人
と
し
て
の
自
覚

と
責
任
を
持
っ
て
こ
れ
か
ら
歩
ん
で
い

き
ま
す
。
」
と
二
十
歳
の
決
意
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
は
、
遼
質
保
健
所
の
方

に
よ
る
エ
イ
ズ
に
関
す
る
講
演
会
を
行

い
ま
し
た
。

保
健
婦
さ
ん
に
よ
る
寸
劇
を
交
え
な

が
ら
の
講
演
で
、
大
変
分
か
り
や
す
く
、

新
成
人
の
皆
さ
ん
も
、
熱
心
に
聞
い
て

い
ま
し
た
。

式
典
が
終
わ
っ
た
後
、
新
成
人
の
皆

さ
ん
は
立
食
パ
ー
テ
ィ
ー
に
参
加
し
ま

し
た
。
中
学
時
代
の
恩
師
を
囲
ん
で
楽

し
い
時
間
を
過
ご
し
、
恩
師
や
級
友
と

な
ご
や
か
に
歓
談
し
な
が
ら
記
念
す
べ

き
は
た
ち
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

成
人
式
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
皆
さ
ん
に
記
念

品
を
差
し
上
げ
て
い
ま
す

町
教
育
委
員
会
で
は
、
成
人
式
に
参
加
で
き
な
か
っ
た
人
に
、
記
念
品
（
シ

ス
テ
ム
手
帳
と
テ
レ
ホ
ン
カ
ー
ド
）
　
を
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。
成
人
式
の
案
内

の
ハ
ガ
キ
を
ご
持
参
の
う
え
、
社
会
教
育
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
課
社
会
教
育
係
　
℡
　
（
2
9
3
）
　
1
2
3
4
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鵬

輔端岡謬 
芸胆瞳国旧珊・結 
金江若君　　能面洩　　　村松信　芸望一手 
田越田崎　　　　　田山附　　　　　田本行　　　（　て1 

忠　　　　　　明　　　　　　　　真　　　　　2　い　月 

龍喜∵：三三 
の　成 

韓：三：「∴三三 
不　敏　で 

器轟鵠韓 
器府寵詰塾： 村松廣杉 志健也苑 

画国書細田醐脚要綱上蓋聞 i 離一越韻醜 香 大里紀 

離
も
う
す
ぐ
ピ
ッ
カ
ピ
ッ
カ
の
ー
年
生



平成9年度新入学児童の
一日体験入学の日程

●2月20日　浅木小学校

●2月25日　昌門小学校

●2月28日　広渡小学校

山水土菊
下谷屋池

悠悠朋遠
大有子也

吉原土田
田圃尾行

軍　政成
庵駿広美

久中駒木
宮矢田下

院　拓紘
子徴志海

古田　占
州　中部

裕夕
登貴愛

丸　　　　　福高大
尾　　　　　山標石

勇悠
児介

典功千
子希梯

池　　　　　古橋
本　　　　　野毛

西谷栗植
村口原松

茂和佑
彩樹也希

▲さあ今日から一年生平成8年康広渡小入学式にて

‾ヽ

詔
書
函

清
川
　
弥
生

土
谷
智
保
梨

成
満
　
貫
哉

三
輪
く
ら
ら

図
書
弼

向
日
四

大
石
　
将
也
　
　
工
藤
　
祥
平

高
向
優
之
介
　
　
梯
　
　
曹
司

国
書
囲

稲
井
　
智
美
　
　
岩
本
一
志

栖
本
　
千
時
　
　
江
頭
　
竜
次

大
場
　
千
博

小
田
　
拓
磨

来
秋
　
智
広

田
穏
　
傍
理

萩
原
　
真
有

浅
野
真
菜
美

吉
田
　
早
希

小
田
　
変
革

河
部
　
依
英

幸
野
　
諒
介

徳
王
　
夕
紀

松
尾
孝
次
朗

原
田
　
麻
衣

一
木
守
一

池
田
　
由
恵

内
山
　
裕
日

大
庭
　
千
住

籍
山
　
和
弘

嶋
田
　
浩
司

秀
島
　
成
美

三
ツ
楕
健
人

山
路
智
亜
美

吉
田
　
隆
志

井
手
楽
々
絵

遠
藤
　
美
里

北
岡
由
紀
野

柴
田
　
雄
大

浪
松
　
聡
志

松
井
　
翔
子

毛
利
　
幸
彦

吉
岡
　
紗
希

間
同
園

古
家
　
央
雪

新
妻
あ
や
美

村
田
亜
鰭
美

四
書
哩

畔
津
　
美
奈

小
泉
　
勝
哉

柴
田
早
紀
子

友
川
　
雅
美

松
山
　
大
男

村
田
　
基
記

毛
利
　
　
緯

矢
野
　
健
太

木
嶋
久
美
子

後
藤
　
啓
子

柴
田
　
成
敦

野
添
　
　
武

溝
口
　
教
史

毛
利
　
翔
子

森
川
　
裏
表

上
野
　
洋
平
　
　
大
貫
　
明
子

一
土
間
庸
二

小
田

福
光

巽
　
　
門
司

胴
囲

眞
吉
　
　
行
筏
　
拓
馬

四
囲
閣

竜
馬
　
　
木
山
　
龍
平

群
大
　
　
山
本
憲
二
郎

開
国

園
圏
間

黒
田
　
美
里

末
吉
　
壮
太

谷
口
正
太
郎

林
田
　
揚
乎

間
口
凹

小
川
　
知
彦

西
川
　
耕
平

仲
村
　
拓
也

宮
崎
　
勇
也
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今
年
の
無
病
息
災
を
照
っ
て

旧
停
区
で
ど
ん
ど
焼
き

1
月
1
9
日
に
旧
停
区
の
観
ノ
目
公
園
で
、
ど
ん
ど
焼
き
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
公
園
に
は
区
民
の
皆
さ
ん
が
、
お
正
月
の
飾
り
を
も
っ
て

た
く
さ
ん
訪
れ
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
形
に
組
ま
れ
た
笹
竹
に
、
し
め
飾
り

な
ど
が
次
々
と
取
り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
午
前
日
時
、
こ
の
笹
竹
に

点
火
さ
れ
た
炎
は
、
ま
た
た
く
間
に
大
空
へ
と
諾
い
上
が
り
、
区
民

の
皆
さ
ん
は
今
年
の
無
病
息
災
を
祈
り
ま
し
た
。

今
後
の
遠
賀
町
農
業
の
さ
ら
な
る
発
展
を

農
業
に
つ
い
て
の
懇
談
会

1
2
月
2
0
日
に
遠
賀
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
で
、
若
手
農
業
者
、

青
年
農
業
士
な
ど
を
対
象
と
し
た
「
農
業
に
つ
い
て
の
懲
教
会
」
が
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
懇
談
会
は
、
農
業
後
継
者
の
皆
さ
ん
か
ら
直
接
生
の

声
を
伺
っ
て
、
関
係
機
関
・
団
体
と
意
思
の
疎
通
を
図
り
、
今
後
の
町

の
農
政
を
進
め
て
い
く
目
的
で
行
わ
れ
た
も
の
で
、
会
場
に
は
多
く
の

農
業
従
事
者
・
関
係
者
が
集
ま
り
、
意
見
の
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

ペ
ツ
タ
ン
ペ
ツ
タ
ン
　
楽
し
い
な

遠
賀
中
央
幼
稚
園
で
も
ち
つ
き
大
会

1
2
月
1
2
日
に
遠
賀
中
央
幼
稚
園
で
、
も
ち
つ
き
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
園
児
の
皆
さ
ん
は
、
先
生
と
保
護
者
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
、
ペ
ソ

タ
ン
ペ
ッ
ク
ン
と
リ
ズ
ム
よ
く
も
ち
を
つ
き
ま
し
た
。
そ
し
て
出
来
上

が
っ
た
お
も
ち
を
み
ん
な
で
食
べ
て
、
と
て
も
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
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囲開口囲閲闇囲（町内分・敬称略）

弓道大会12月15日　遠賀総合運動公園弓道場

◇称号者の部

優勝＝増田俊博　雅優勝＝安増麻吉　3位＝大原寿矢了・

◇有段男子の都

債勝二添田惑志　雄健勝＝平安宏約　3位＝村田初雄

◇有段女子の郎

健勝＝日野智恵子　準優勝＝福田由紀

◇無段の郵

便勝二船元孝治∴堆優勝＝平井　証

∴「∴・ 
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闘士i騒鞄 一服　　一畳性呈 

きちの

わたし

少年少女駅伝大会
12月15日　遠賀総合運動公園周辺道路

◇男子の部
1位＝おんが少年サッカーA　2位二島門ジュニアA

3位＝広渡スポーツ少年団A

◇女手の部1位＝広渡ジュニア
◇区圃賞（男子）l医＝中野一約、2匹＝北井仁志、

3区＝幸田充止、4区＝藤山真吾、5区＝増永洋介、
6i，（．＝岩松慶彦

◇I和明賞（女子）1区＝高崎麻薬実、2区＝大場哨美
3匿＝黒木悠希∴4位＝井上薬那美　5区＝島村郁奈
6区＝松岡友美
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一子3＼

着
町
内
関
係
分
敬
称
略
〕

協
会
長
表
彰

▽
－
五
年
＝
大
江
克
己
、

川
原
正
護
、
栃
尾
清
畠
、

▽
十
年
＝
村
田
忠
彦
、
水

靖
彦

原
田
正
武
、
吉
田
忠
雄
、

牛
浜
善
雄
、
商
品
豊
明
、

向
井
理
入
、
河
原
友
人
、

割
田
発
見
、
有
吉
生

災
共
済
組
合
理
事
長
表
彰

分
団

敏
雄

賀
支
部
長
表
影

芳
村
並
慨

彰

　

一

矢
野
栄
治
、
一
田
中
彰
、

有
田
哲
也
ふ
原
田
種
別

l
（
二
十
毎
捉
上
在
団
者
）

柴
田
様
別
一

鎌
田
孝
和

新
春
を
飾
る
違
質
郡
岬
か
町
消
防
合
同
出
初
式
が
、
1
月
1
2
日
遠
賀
総
合

運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

団
員
た
ち
は
今
年
1
年
の
災
害
ゼ
ロ
の
願
い
を
込
め
て
、
力
強
い
兜
姿
を

披
露
し
ま
し
た
。

連
鎖
町
消
防
団
員
8
0
人
も
元
気
に
参
加
。
年
末
年
始
、
寒
風
吹
き
つ
け
る

夜
に
訓
練
し
て
き
た
小
隊
訓
練
を
高
崎
副
団
長
以
下
三
十
人
で
力
強
く
披
露

し
ま
し
た
。
ま
た
今
年
は
南
部
保
市
岡
幼
年
消
防
隊
　
（
二
十
七
人
の
園
児
）

が
元
気
い
っ
ぱ
い
「
竜
神
の
踊
り
」
を
披
露
し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

消
防
活
動
に
新
た
な
決
意

郡
内
消
防
合
同
出
初
式

○
重
囲
澄
頭
韻
怒
額
℡
《
凄
漫
¶
愛
想
盈
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情報 � 
一藍 

納税 

固定資産税（4期） 

2月16日から28日まで 

役場293－1234 � 

中興公民意 � 

展示ロビーだより 

●展示惰昂 

水墨画・写真 

●展示期間 

2月21日（金）まで 

平成9年廟貴方 � 
コンピュータ・カレッジの 

学生を募集します 

●出願資格　塙等学校卒業者およ 

び平成9年3月卒業見込みの 

人、またはそれと同等以上の学 

力を有すると認められる人 

●学科・募集定員 

情報ビジネス科　50人 

情報システム科　50人 

●出願期間　2月24日－3月6日 

●試験日　3IilOH 

※詳しくは、直方コンピュータ・ 

カレッジ　℡09492（3） 

0200にお問い合わせくださ 

前田　春菜ちゃん（松ノ木）

平成6年1月29日生まれ

ママからのメッセージ

友維姉ちゃんと一緒に遊

ぶのが大好き●「早く私も

学校にいきたいなァ」と待っ

てます。

いつまでも笑顔を忘れず

に優しい女の子になってね。

乳
児
相
談
が

あ
り
ま
す

●
と
き
　
2
月
2
5
日
　
（
火
）
　
午
前
9
時

0
0
分
－
1
0
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
違
弼
町
中
央
公
民
館
　
和

室
●
対
象
∴
年
後
3
か
月
－
1
2
か
月
児

●
内
容
　
体
重
、
身
長
測
定
、
保
健
婦

に
よ
る
保
健
指
導
、
栄
輩
士
に
よ
る

栄
贅
指
導

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
バ
ス
タ
オ
ル

●
料
金
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
保
健
衛
生
係

9
か
月
児
健
康
診
蓋

が
あ
り
ま
す

●
と
き
　
2
月
2
0
日
　
（
木
）
　
〔
受
付
＝

午
後
1
時
1
0
分
～
1
時
4
0
分
〕

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
生
後
8
か
〓
∵
－
1
0
か
男
児

（
平
成
8
年
4
月
1
日
か
ら
6
月
0
0

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
乳
児
）

●
内
容
　
医
師
に
よ
る
診
察
、
身
体
測

定
、
保
健
婦
に
よ
る
保
健
指
硝

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手

帳
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
低
廉
診
杏
葉

●
料
金
　
無
料

●
そ
の
他
　
対
象
者
に
は
個
人
通
知
し

ま
す

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
保
健
衛
生
係

あ
な
た
の
ぬ
く
も
り

を
分
け
て
く
だ
さ
い

愛
の
献
血
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

●
と
き
　
2
月
2
1
日
　
（
金
）
　
午
前
1
0
時

～
午
後
4
時
　
（
正
午
か
ら
午
後
1
時

ま
で
は
休
憩
）

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
役
場
玄
側
溝

●
献
血
の
種
類
　
二
〇
〇
諏
・
四
〇

〇
M

●
そ
の
他
　
今
山
は
成
分
献
血
は
あ
り

ま
せ
ん
。
前
回
　
（
1
0
月
2
2
日
）
　
に
実

施
し
た
献
血
に
は
、
百
十
五
人
の
皆

様
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
保
健
衛
牛
係

平
成
9
年
度
遠
賀
町

施
設
の
新
規
定
期
利

用
団
体
募
集

●
利
用
期
間
　
平
成
9
年
4
月
1
日
－

平
成
1
0
年
3
月
3
1
日
　
（
旬
週
日
堀
口

は
除
く
、
な
お
勤
労
者
体
育
セ
ン

タ
ー
は
“
般
開
放
等
の
た
め
毎
週

水
・
木
・
土
に
つ
い
て
も
定
期
利
用

は
で
き
ま
せ
ん
。
）

●
対
象
施
設
　
学
校
体
育
館
・
武
道

場
・
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
・
第
一

町
民
体
育
館
・
第
二
町
民
体
育
館
・

総
合
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
∴
壇
賀

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

●
対
象
団
体
　
体
育
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
活
動
を
目
的
と
し
て
、
定
期

的
　
（
二
週
に
一
回
以
上
）
　
に
施
設
を

使
用
す
る
町
内
在
住
、
在
勤
者
で
構

成
さ
れ
た
お
お
む
ね
十
人
以
上
の
団

体
●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
2
月
2
0

日
　
（
木
）
　
ま
で
に
「
利
用
申
請
曽
」

を
教
育
委
員
会
体
育
振
興
係
に
提

出
。
申
請
書
は
同
係
に
あ
り
ま
す
。

℡
（
2
9
3
）
1
2
3
4
内
線
3
5
8

℡

（

2

9

3

）

6

5

2

5

貯
油
施
設
等
の
設
置
者

の
皆
様
へ
お
知
ら
せ

平
成
9
年
度
か
ら
油
の
流
出
事
故
に

際
し
て
、
油
の
流
出
防
止
措
吊
を
速
や

か
に
取
る
と
と
も
に
、
県
知
事
へ
届
け

出
る
こ
と
が
義
務
つ
け
ら
れ
ま
す
。

該
当
す
る
人
は
左
記
の
と
お
り
で

す。●
原
油
、
重
油
、
潤
滑
油
、
轄
油
、
灯
油
、

揮
発
油
、
動
秘
物
納
を
貯
蔵
す
る
施

設
　
（
ボ
イ
ラ
ー
用
の
重
油
タ
ン
ク
、

暖
房
用
タ
ン
ク
等
を
含
む
）
　
を
設
問

し
て
い
る
人
。

●
油
を
含
む
水
を
処
理
す
る
施
設
　
（
オ

イ

ル

ト

ラ

ッ

プ

．

グ

リ

ー

ス

ト

ラ

ノ

ブ
等
を
含
む
）
を
設
置
し
て
い
る
人
。

※
油
貯
蔵
施
設
、
油
水
分
離
施
設
の
斑

楔
の
大
小
は
設
定
し
て
い
ま
せ
ん
。

※
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
保
健
環
境
部

℡

0

9

2

　

（

6

5

1

）

　

1

1

1

1

内

線

3

1

2

4

、

3

1

2

5

速
鈍
保
健
所
　
℡
　
（
2
0
1
）
　
4
1

6

1



町民の皆様へ、神戸市長から 
おたよりが届きました。 
前略 

1昨年の犬鷲災以来、皆様方から多方面に 
わたり多大なご支援を頂戴してまいりました。 

震災2年を迎え、改めて厚くお札を申し上 
げます。 

お陰様で、所内の主な都市機能はほぼ回復 
し、市民生活も徐々に落ち薄さを取り戻して 
きております。 

本市は、昨年を「復興元年」と位置づけ、 
住宅の建設を中心とした種々の復興施策を進 
めてきました。すべての市民が心安らかに暮 

らせるHが訪れるまでには、まだまだ解決す 
べき課題が残っておりますが、復興2年日の 

正念場を迎え、これからも「住みたいまら、 

住みつづけたいまち、神lL∴をめざし、i臣民 
とともに邁進してまいる所存です。 

皆様方には今後とも変わりませずご支援を 
賜りますようよろしくお願い申し上げます。 

略儀ながら書中をもちまして、これまでの 
ご厚橘に対する重ねてのお札とさせていただ 

きます。　　　　　　　　　　　　　　　草々 

平成9年1月　　　神戸市長∴∴笹山　車俊 

板持・淡路大震災が原因で神戸市から転入された皆さんへ 

神戸市の広報紙の郵送を希望される方は、 
℡078（322）5085（神戸市広報課） 

までご連絡ください。 

主要地方道北九州芦屋線通行規制の
お知らせ
●場所　主要地方道北九州芦屋線　御牧大橋

遠賀郡遠賀町大字島津地内
●規制期間　2月12日（水）一2月14日（金）

（天候不順の場合順延致します。）
●規制時間　午後10時から午前5時まで

●規制内容　全面通行止（自転車、歩行者は

通行できます。）
●迂回路　下図のとおり（工事案内看板に従っ

てください。）

●問い合わせ

福岡県土木部道路建設課　℡（641）4498

福岡県北九州土木事務所　℡（691）2767

一一●丁も＼

人
権
相
談
所
を

特
鼓
し
ま
す

千
ど
も
の
人
権
問
題
は
、
依
然
と
し

て
深
刻
な
状
況
に
あ
り
、
特
に
「
い
じ

め
」
が
原
因
と
思
わ
れ
る
自
殺
事
件
が

相
次
い
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
「
い
じ

め
」
　
の
実
態
も
陰
湿
、
執
よ
う
な
も
の

が
多
く
な
り
、
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。
「
い
じ
め
」
は
、
そ

れ
を
行
う
子
と
も
だ
け
の
問
題
で
は
な

く
、
そ
れ
を
阻
止
し
な
い
人
、
見
逃
し

て
い
る
人
の
問
題
で
も
あ
り
ま
す
。

今
回
は
、
『
手
ど
も
の
人
権
を
守
ろ

う
「
い
じ
め
」
を
し
な
い
・
さ
せ
な
い
・

見
逃
さ
な
い
」
　
を
テ
ー
マ
に
特
設
人
柄

相
談
所
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

●
と
き
　
2
月
1
8
日
　
（
火
）
　
午
後
1
時

5
0
分
－
4
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
茶
事

●
相
壊
員
　
遠
賀
町
人
梅
擁
護
委
員
の

原
田
浦
和
さ
ん
、
野
村
環
さ
ん
、
福

岡
法
務
局
北
九
州
支
局
の
深
澤
信
義

さ
ん

●
相
談
内
容
　
い
じ
め
、
不
登
校
の
人

権
問
題
の
他
、
家
庭
・
相
続
・
登

記
・
戸
籍
・
金
銭
問
題
等

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
地
域
改
善
係

℡
　
（
2
9
3
）
　
1
2
3
4
　
内
線
2

6

6技
術
講
習
会
に
参
加

し
ま
せ
ん
か

●
科
目
　
パ
ソ
コ
ン

●
定
員
　
二
十
人

●
対
象
者
　
就
業
希
望
の
女
性
　
（
新
卒

者
は
除
く
）

●
と
き
　
4
月
m
R
か
ら
5
月
2
7
H
ま

で
の
午
前
1
0
時
か
ら
午
後
4
時
ま
で

（
主
に
火
・
木
・
金
曜
日
、
2
1
日
間
）

●
と
こ
ろ
　
北
九
州
市
立
東
都
勤
労
婦

人
セ
ン
タ
ー
（
北
九
州
市
門
司
区
下

馬
寄
六
－
八
）

●
受
講
料
　
無
料
（
た
だ
し
教
材
費
は

受
講
者
負
担
）

●
申
込
受
付
　
3
月
6
日
・
1
日
の
午

前
9
時
か
ら
午
後
5
時
ま
で

●
申
込
方
法
　
砥
話
申
し
込
み
、
申
込

時
に
面
接
日
時
を
指
定
し
、
面
接
後

に
選
考
し
ま
す
。

●
申
込
及
び
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
女

性
就
業
援
助
セ
ン
タ
ー
筑
豊
支
所

℡
0
9
4
8
　
（
2
3
）
　
4
1
5
6

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

水
巻
松
快
園
の
職
員

を
募
集
し
ま
す

●
職
種
　
事
務
員
一
人
、
生
活
指
導
員

二
人
、
看
護
婦
四
人
、
寮
母
卜
七
人

（
夜
勤
あ
り
）
、
栄
輩
士
．
人
、
調

理
師
二
人
、
運
転
手
　
（
大
型
免
許
）

一
人
、
介
助
貝
二
人

※
パ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
勤
務
時
間
は
相
談

に
応
じ
ま
す
。
（
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
。
）
　
託
児
所
完
備

●
年
齢
　
0
0
歳
位
ま
で

●
給
与
　
国
家
公
務
員
に
蜂
ず
る

●
応
募
方
法
　
履
歴
辞
（
写
真
付
き
）
、

健
康
診
断
書
を
3
月
1
2
日
ま
で
に
郵

送
く
だ
さ
い
。
追
っ
て
試
験
日
　
（
筆

記
試
験
、
面
接
等
）
通
知
致
し
ま
す
。

●
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
　
〒
抑
　
遠

賀
郡
水
巻
町
大
字
吉
田
三
七
二
－
二

特
別
聾
護
老
人
ホ
ー
ム
　
水
巻
松
快

園
　
℡
　
（
2
0
1
）
　
8
8
0
0

芦
屋
基
地
モ
ニ
タ
ー

募
集
中

基
地
周
辺
の
皆
様
か
ら
自
衛
隊
、
芦

屋
基
地
に
対
す
る
意
見
や
提
言
な
ど
を

お
聴
き
す
る
た
め
、
基
地
モ
ニ
タ
ー
を

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。

●
対
象
　
2
0
歳
以
上
の
人
　
（
各
議
会
の

議
員
及
び
常
勤
の
公
務
員
を
除
く
）

で
、
防
衛
問
題
及
び
自
衛
隊
に
関
心

が
あ
り
、
建
設
的
な
意
見
を
述
べ
て

い
た
だ
け
る
人

●
期
間
　
平
成
9
年
4
月
か
ら
1
年
間

●
謝
礼
　
基
地
モ
ニ
タ
ー
活
動
謝
礼
と

し
て
、
終
了
時
に
薄
謝
を
進
呈

●
申
し
込
み
　
官
製
ハ
ガ
キ
に
住
所
・

氏
名
・
年
齢
・
職
業
・
電
話
番
号
・

動
機
を
記
入
し
て
、
〒
棚
－
0
1
　
遠

賀
郡
芦
屋
町
．
四
五
五
　
航
空
自
衛

隊
芦
屋
基
地
渉
外
室
ま
で
お
送
り
く

だ
さ
い
。
3
月
2
1
日
　
（
金
）
　
締
切

（
当
日
消
印
有
効
）

●
問
い
合
わ
せ
　
当
基
地
渉
外
室

℡
　
（
2
2
3
）
　
0
9
8
1
内
線
2
5

4
　
　
0
J
4
4
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遠
賀
の
む
か
し

ぼ
を
し
（
九
諮
）

今
古
賀
の
義
人
（
今
古
賀
）

こ
の
お
は
な
し
は
、
今
か
ら
三
百
二

十
年
も
昔
に
、
ほ
ん
と
う
に
あ
っ
た
悲

し
い
お
は
な
し
で
す
。

寛
文
三
年
、
通
貨
の
今
音
質
で
の
出

来
事
で
す
。

そ
の
年
は
、
二
年
続
き
の
日
照
り
に

よ
る
凶
作
の
た
め
、
ど
の
家
も
充
分
に

食
べ
る
だ
け
の
米
や
野
乗
が
、
ほ
と
ん

と
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
の
た
め
に
、
村
人
達
は
と
う
し
て

も
年
貢
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ず
に
困

り
果
て
て
い
ま
し
た
。

「
田
ん
ぼ
も
、
畑
も
ま
っ
た
く
お
米
が

で
き
ま
せ
ん
。
ど
う
か
単
音
を
お
許
し

く
だ
さ
い
。
」
と
お
上
に
申
し
出
を
す

る
こ
と
を
、
皆
で
相
談
し
て
決
め
ま
し

た。

そ
う
い
う
わ
け
で
、
お
役
人
が
お
調

べ
の
た
め
に
、
村
に
や
っ
て
乗
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
村
の
中
で
、
▲
束
の
稲
も
見
つ

か
っ
て
は
、
大
変
な
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
苦
心
し
て
、
わ
ず
か
ば
か
り
の
稲

を
か
く
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

い
よ
い
よ
、
そ
の
お
役
人
が
や
っ
て

来
る
日
に
な
り
ま
し
た
。

村
人
達
は
、
皆
び
く
び
く
し
て
い
ま

した。役
人
達
は
、
家
の
中
や
上
蔵
の
中
、

い
な
や
の
中
と
、
す
み
す
み
ま
で
調
べ

て
ま
わ
り
ま
し
た
が
、
そ
こ
に
は
、
．

束
の
稲
も
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

田
ん
ぼ
は
ど
こ
も
不
作
で
、
稲
株
ど
こ

ろ
か
草
も
見
え
な
い
ほ
と
の
凶
作
で
し

た。
し
か
し
、
最
後
に
見
て
ま
わ
っ
た
上

手
ぞ
い
の
畑
の
中
で
、
少
し
ば
か
り
の

刈
り
株
を
見
つ
け
ら
れ
て
し
ま
い
ま
し

た
。
こ
れ
は
陸
稲
と
い
っ
て
、
む
か
し

は
田
ん
ぼ
た
け
で
な
く
、
畑
に
も
稲
を

植
え
て
、
洪
水
な
と
の
時
の
食
櫛
と
し

て
備
え
た
も
の
で
し
た
。

お
調
の
役
人
達
は
、
こ
れ
を
見
て
、

お
お
い
に
怒
っ
て
、
引
き
あ
げ
て
い
き

ま
し
た
。

こ
れ
で
は
、
年
貢
を
許
し
て
も
ら
え

る
ど
こ
ろ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
大
変
な

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
村
の
人
達
が
集
ま
り
、
話

し
合
っ
て
、
代
表
と
し
て
、
組
頭
の
柴

田
次
左
衛
門
、
林
総
右
衛
門
の
二
大
が

お
役
人
を
追
い
か
け
て
行
く
こ
と
に
な

り
、
よ
う
や
く
炭
俵
ま
で
行
っ
た
時
に
、

追
い
つ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
う
し
て
、
二
人
は
お
役
人
に
、
何

度
も
何
度
も
許
し
て
も
ら
お
う
と
、
あ

や
ま
り
ま
し
た
が
、
聞
き
入
れ
て
は
も

ら
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
の
時
二
人
は
、
と
ん
な
思
い
を
し

た
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
上
に
村
を
代

表
し
た
二
人
は
、
無
惨
に
も
、
打
ち
首

に
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ど
ん
な
に
か
、
残
念
な
思
い
を
残
し

て
い
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

こ
の
話
を
知
っ
た
村
人
達
は
、
つ
ら

く
悲
し
い
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
村
人
達
は
、
こ
の
二
人
の

勇
敢
な
心
と
、
村
の
犠
牲
に
な
っ
た
そ

の
労
詳
を
と
む
ら
う
た
め
に
、
発
大
砲

を
建
て
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
そ
の
日

に
は
心
の
こ
も
っ
た
供
饗
が
な
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
の
義
人
碑
は
、
今
占
術
の
嵩
樹
庵

と
い
う
お
寺
に
あ
り
ま
す
。
一
度
み
な

さ
ん
も
、
た
ず
ね
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。
許
の
人
の
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て

く
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

ーー藩士「馨


